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第
36
回
し
れ
と
こ
産
業
祭
り

（
主
催
：
し
れ
と
こ
産
業
祭
り
実

行
委
員
会
）
が
９
月
27
日
㈰
、
み

ど
り
工
房
し
ゃ
り
特
設
会
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
「
大
地
と
海
の
恵
み
に

感
謝
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
各
産
業

の
関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
斜

里
町
の
特
産
品
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
に
催
事
・
特
産
品
販
売
な
ど

を
行
い
、
９
月
下
旬
に
し
て
は
暖

か
く
穏
や
か
な
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人

が
集
ま
っ
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
会
か
ら
は
特
製
ス
イ
ー
ツ

の
販
売
、
青
年
部
が
焼
肉
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
ブ
ー
ス
を
担
当
し
、
た
こ

焼
き
、
生
ビ
ー
ル
、
ト
ロ
ピ
カ
ル

ジ
ュ
ー
ス
、
焼
き
鳥
、
か
き
氷
な

ど
を
販
売
。
女
性
部
は
ブ
ー
ケ
作

り
、
お
好
み
焼
き
、
味
噌
お
で

ん
、
か
ら
揚
げ
、
そ
の
他
お
弁
当

な
ど
を
持
ち
寄
り
販
売
し
、
好
評

を
博
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
斜

里
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
知
床
流
氷
太
鼓

の
演
奏
、
し
れ
と
こ
３
粉
吹
雪
の
よ
さ
い

こ
い
、
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｆ
Ｔ　

Ｉ
Ｃ
Ｅ　

Ｃ
Ｒ
Ｅ

Ｗ
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
演
歌
歌
手　

西
尾
夕
紀
さ
ん
の
メ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
と

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
だ
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
多
く
の
方
が
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
見
放

送
局
か
ら
忍
た
ま
乱
太
郎
シ
ョ
ー
、
ド
ー

モ
く
ん
バ
ン
ド
シ
ョ
ー
と
ふ
わ
ふ
わ
遊
具

が
設
置
さ
れ
、
ち
び
っ
子
た
ち
が
大
き
な

歓
声
を
上
げ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

主
催
団
体
以
外
に
も
斜
里
町
の
多
く
の

団
体
が
参
加
し
て
展
示
、
催
事
、
サ
ー
ビ

ス
が
行
わ
れ
、
友
好
都
市
弘
前
市
か
ら
リ

ン
ゴ
な
ど
の
特
産
品
販
売
、
ホ
ッ
キ
釣

り
、
た
こ
や
ア
キ
ア
ジ
の
つ
か
み
取
り
な

ど
、
主
催
者
も
参
加
者
も
「
海
と
大
地
の

恵
み
に
感
謝
」
す
る
秋
の
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

第36回しれとこ産業まつり

1.25％〜
 3.0％

日
本
政
策
金
融

公
庫
普
通
利
率

11
月
13
日
現
在

※
返
済
期
間
、
保
証
人
・
担
保
の
有

無
等
に
よ
り
利
率
は
異
な
り
ま
す
。

北海道
最低賃金

「必ずチェック 最低賃金！
使用者も労働者も」

時間額

764円
効力発生年月日

平成27年10月８日
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国
民
の
一
人
ひ
と
り
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー 

（
12
桁
の
個
人
番
号)
が
割
り
当
て
ら
れ
、

平
成
28
年
1
月
か
ら
、
社
会
保
障
・
税
・

災
害
対
策
の
行
政
手
続
で
使
用
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
民
間
事
業
者
も
、

税
や
社
会
保
険
の
手
続
で
、
従
業
員
な
ど

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
扱
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
集
す
る
に
は
、
適 

切
に
取
り
扱
う
た
め
の
準
備
が
必
要
で
す
。

︿
担
当
者
の
明
確
化
と
番
号
の
取
得
﹀

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
扱
う
人
を
、
あ
ら
か

じ
め
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
（
給
料
や

社
会
保
険
料
を
扱
っ
て
い
る
人
な
ど
）

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
従
業
員
か
ら
取
得
す

る
際
に
は
、
利
用
目
的
（
「
源
泉
徴
収
票

作
成
」
「
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
届

出
」
「
雇
用
保
険
届
出
」
）
を
伝
え
ま
し

ょ
う
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
従
業
員
か
ら
取
得
す

る
際
に
は
、
番
号
が
間
違
っ
て
い
な
い
か

の
確
認
と
身
元
の
確
認
が
必
要
で
す
。

①
顔
写
真
の
付
い
て
い
る
「
個
人
番
号
カ

ー
ド
」
（
平
成
28
年
1
月
以
降
に
作
成
可

能
）
か
、
②
10
月
か
ら
届
く
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
が
書
い
て
あ
る
「
通
知
カ
ー
ド
」
と

「
運
転
免
許
証
」
な
ど
で
確
認
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

※
従
業
員
で
身
元
の
確
認
が
十
分
で
き
て

い
る
場
合
は
、
番
号
だ
け
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
の
方
も
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
番
号
確
認
や
身
元
確
認
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

︿
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
管
理
・
保
管
﹀

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
書
類
は
、

カ
ギ
が
か
か
る
棚
や
引
き
出
し
に
大
切
に

保
管
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
無
理
に

パ
ソ
コ
ン
を
購
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
パ
ソ
コ
ン
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ

フ
ト
を
最
新
版
に
更
新
す
る
な
ど
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
従
業
員
の
退
職
や
契
約
の
終
了
な
ど
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
な
く
な
っ
た
ら
、

細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

書
い
て
あ
る
書
類
を
廃
棄
し
ま
し
ょ
う
。

パ
ソ
コ
ン
に
入
っ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

も
削
除
し
ま
し
ょ
う
。

　

会
社
に
よ
っ
て
は
就
業
規
則
の
改
正
も

必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
採
用
時
の
提
出
書
類
に
「
個
人
番
号
カ

ー
ド
の
提
示
」
を
追
加
す
る
こ
と
。

◆
従
業
員
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
身
元
確
認

の
た
め
、
「
身
分
証
明
書
を
提
示
す
る
な

ど
、
会
社
に
協
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
こ
と
。

◆
「
個
人
番
号
の
利
用
目
的
」
を
「
源
泉

徴
収
票
の
作
成
、
健
康
保
険
お
よ
び
厚
生

年
金
保
険
手
続
、
雇
用
保
険
手
続
」
「
そ

の
他
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
業
務
」
な

ど
に
限
定
列
挙
す
る
こ
と
。

◆
「
個
人
情
報
保
護
」
の
条
文
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
つ
い
て
の
規
定
も
追
加
す
る
こ

と
。

◆
懲
戒
の
事
由
に
「
故
意
ま
た
は
重
過
失

に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
漏
洩
・
流
出
」

を
追
加
す
る
こ
と
。

◆
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
別
途
「
個

人
情
報
保
護
規
程
を
定
め
る
」
旨
の
委
任

規
定
を
設
け
る
こ
と
な
ど
、
会
社
に
よ
っ

て
は
、
採
用
時
の
提
出
書
類
の
一
覧
に
加

え
る
。

例
：
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー

ド
（
提
示
）

︿
個
人
番
号
カ
ー
ド
利
用
目
的
の
明
示
﹀

⑴　

給
与
所
得
・
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収

事
務

⑵　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
届
出
・

申
請
事
務

⑶　

雇
用
保
険
届
出
・
申
請
事
務

⑷　

雇
用
関
連
の
助
成
金
申
請
事
務

　

※
平
成
27
年
度
分
年
末
調
整
に
お
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
変
更
点
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
。
但
し
、
平
成
28
年
度
分
給

与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
（
異
動
）
申
告

書
に
は
、
従
業
員
本
人
及
び
控
除
対
象
配

偶
者
・
控
除
対
象
扶
養
親
族
の
方
の
個
人

番
号
を
記
載
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

雇
用
保
険
の
各
種
手
続
き
に
お
い
て
も

平
成
28
年
1
月
以
降
の
手
続
き
で

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
届

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

政
府
広
報

http://w
w

w
.gov-online.go.jp/

tokusyu/m
ynum

ber/index.htm
l

国 

税 

庁

h
ttp

s
://w

w
w

.n
ta

.g
o

.jp
/

m
ynum

berinfo/

厚
生
労
働
省

h
ttp

://w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/stf/

seisakunitsuite/bunya/0000063273.
htm

l

・
特
定
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

http://w
w

w.ppc.go.jp/legal/policy/

〈
研
修
会
開
催
予
定
〉

　

商
工
会
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
研
修
会

　

平
成
27
年
12
月
９
日
㈬
　
午
後
3
時

　

希
望
者
へ
の
個
別
相
談
も
承
り
ま
す
。

　

詳
細
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

※
事
業
所
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？
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工
業
部
会
（
山
本
勝
部
会
長
）
で
は
、

9
月
8
日
～
9
日
の
日
程
で
、
職
場
の
安

全
管
理
・
労
務
改
善
等
に
関
す
る
事
項
や

企
業
の
先
進
技
術
・
生
産
ラ
イ
ン
等
に
つ

い
て
の
研
修
を
苫
小
牧
市
・
厚
真
町
に
お

い
て
実
施
し
た
。

　

一
日
目
は
日
本
製
紙
㈱
苫
小
牧
工
場
勇

払
事
業
所
を
視
察
。

　

パ
ル
プ
製
造
業
界
に
お
い
て
世
界
第
６

位
に
と
な
る
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
は
国
内

に
15
工
場
を
有
し
、
勇
払
事
業
所
は
旭
川

と
白
老
の
事
業
所
と
併
せ
て
北
海
道
工
場

に
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
。
勇
払
事
業
所

で
は
新
聞
紙（
40
％
）、
情
報
紙（
33
％
）、

特
殊
紙
等
が
生
産
さ
れ
、
そ
の
半
分
が
主

に
関
東
方
面
へ
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
原
料

と
な
る
パ
ル
プ
は
４
割
が
輸
入
と
な
る
が
、

残
り
の
６
割
は
再
生
古
紙
で
賄
っ
て
お
り
、

「
自
然
と
と
も
に
歩
む
紙
づ
く
り
」
の
経

営
理
念
を
掲
げ
、
輸
入
す
る
原
料
パ
ル
プ

の
原
林
の
植
樹
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
。

　

午
後
か
ら
は
、
北
海
道
電
力
㈱
苫
東
厚

真
発
電
所
を
視
察
。

　

海
外
炭
を
燃
料
と
す
る
石
炭
専
焼
火
力

発
電
所
で
あ
り
昭
和
55
年
よ
り
運
転
。
現

行
３
機
の
発
電
ユ
ニ
ッ
ト
が
稼
働
し
て
お

り
、
総
出
力
は
１
６
５
万
ｋ
Ｗ
で
北
海
道

に
お
け
る
発
電
量
の
約
３
割
を
担
う
基
幹

電
源
。
当
施
設
で
は
発
電
に
際
し
て
環
境

に
対
す
る
影
響
を
極
力
少
な
く
す
る
た
め
、

排
煙
・
排
水
の
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
、

焼
却
後
の
石
炭
灰（
年
間
40
万
ト
ン
発
生
）

を
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と
し
て
セ
メ
ン
ト
原

料
や
土
木
材
料
な
ど
に
有
効
活
用
し
て
い

る
。

　

二
日
目
午
前
は
王
子
ネ
ピ
ア
㈱
苫
小
牧

工
場
を
視
察
。

　

前
身
の
ホ
ク
シ
ー
（
北
海
道
製
紙
協
業

組
合
）
と
ネ
ピ
ア
が
平
成
15
年
に
合
併
し

王
子
ネ
ピ
ア
㈱
の
国
内
４
工
場
の
一
つ
と

な
る
。
主
に
「
ネ
ピ
ア
」
ブ
ラ
ン
ド
の
テ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
と
再
生
紙
ト
イ
レ
ッ
ト

ロ
ー
ル
を
製
造
し
て
い
る
。
原
料
は
バ
ー

ジ
ン
パ
ル
プ
を
４
割
、
残
り
６
割
は
再
生

古
紙
を
利
用
。
当
工
場
で
北
海
道
分
の
全

需
要
と
東
日
本
地
域
の
一
部
へ
出
荷
し
て

い
る
。
工
場
で
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る
自
動
・

27
工
業
部
会
視
察
研
修
報
告

　

9
月
16
日
販
売
の
20
％
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
第
２
弾
は
相
変
わ
ら
ず
の
好
評
振
り

で
即
日
完
売
い
た
し
ま
し
た
。
斜
里
ポ
テ

ト
協
同
組
合
で
の
換
金
の
期
限
は
11
月
24

日
㈫
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
、
お
忘
れ
な

く
。
そ
し
て
第
3
弾
商
品
券
が
12
月
6
日

㈰
販
売
と
な
り
ま
す
、
第
3
弾
は
昨
年
ま

で
と
同
様
の
1
万
円
で
1
万
1
千
円
の
商

品
券
が
購
入
で
き
る
10
％
還
元
に
な
り
ま

す
。
今
回
は
初
め
て
日
曜
日
の
販
売
と
い

う
こ
と
で
今
ま
で
仕
事
の
都
合
で
購
入
で

き
な
か
っ
た
方
に
も
お
買
い
求
め
し
や
す

い
状
況
に
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

す
。
今
回
は
5
千
セ
ッ
ト
分
の
販
売
で
、

券
の
有
効
期
限
は
平
成
28
年
1
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
先
着
順
で
す

の
で
売
り
切
れ
次
第
終
了
と
な
り
ま

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

機
械
化
が
進
ん
で
お
り
、
保
管
倉
庫
で
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
が
自
動
で
出
荷
す
る
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
い
る
。
ま
た
苫
小
牧
工
場
で
は

長
年
古
紙
利
用
の
研
究
・
製
造
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
そ
の
成
果
が
製
品
と
し
て
の

再
生
紙
ト
イ
レ
ッ
ト
ロ
ー
ル
の
品
質
と
な

り
、
工
場
か
ら
の
廃
棄
物
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
完
全
循
環
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

二
日
目
午
後
か
ら
は
北
海
道
リ
サ
イ
ク

リ
ン
グ
㈲
カ
レ
ッ
ト
事
業
所
を
視
察
。

　

当
事
業
所
は
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
自
治

体
が
回
収
し
た
飲
料
ガ
ラ
ス
瓶
の
再
生
及

び
カ
レ
ッ
ト
（
破
砕
瓶
）
の
製
造
を
行
っ

て
い
る
。
再
使
用
が
可
能
な
ガ
ラ
ス
瓶
は

飲
料
メ
ー
カ
ー
に
出
荷
し
、
そ
の
他
は
新

た
な
ガ
ラ
ス
瓶
の
原
材
料
と
な
る
カ
レ
ッ

ト
に
破
砕
す
る
。
資
源
寿
命
が
長
い
ガ
ラ

ス
瓶
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
は
優
等
生

と
し
て
語
ら
れ
る
が
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
か
ら
年
々
商
品
梱
包
と
し
て
の
瓶

の
使
用
割
合
は
低
下
し
て
お
り
業
界
と
し

て
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
ガ
ラ
ス
瓶
の

積
極
利
用
は
資
源
に
乏
し
い
我
が
国
に
お

い
て
も
必
須
で
は
な
い
か
と
の
思
い
を
も

っ
て
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

大
企
業
に
お
い
て
も
小
企
業
に
お
い
て

も
雇
用
確
保
や
経
営
資
源
の
効
率
化
、
環

境
へ
の
配
慮
な
ど
の
問
題
は
常
に
存
在
し
、

各
企
業
が
各
々
の
知
見
を
も
っ
て
そ
の
問

題
に
対
処
し
て
い
る
現
場
を
視
察
で
き
た

こ
と
は
大
き
な
収
穫
と
な
っ
た
。

　

今
回
は
環
境
に
対
し
て
特
に
意
識
が
高

く
、
積
極
的
な
保
全
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
の
先
進
企
業
を
訪
問
出
来
て
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
。
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先
月
の
24
日
か
ら

26
日
に
か
け
て
前
線

を
伴
っ
た
低
気
圧
が

急
速
に
発
達
し
な
が

ら
道
東
を
襲
っ
た
嵐

を
覚
え
て
い
る
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
26
日
午
後
に
は
中
心
気
圧
が

９
５
６
hPa
に
達
し
、
斜
里
町
以
久
科
で
は 

秒
速
20
ｍ
の
暴
風
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。

数
年
前
か
ら
度
々
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

す
「
爆
弾
低
気
圧
」
と
同
じ
程
度
の
低
気

圧
で
し
た
。

　

自
然
の
厳
し
さ
を
感
じ
る
天
気
で
し
た
。

嵐
が
過
ぎ
た
27
日
に
斜
里
橋
の
下
に
ザ
ト

ウ
ク
ジ
ラ
の
遺
骸
が
上
が
っ
て
お
り
こ
の

嵐
の
被
害
に
遭
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

爆
弾
低
気
圧
は
こ
の
冬
も
発
生
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
冬
を

迎
え
る
に
当
た
っ
て
被
害
に
遭
わ
な
い
為

の
備
え
を
今
一
度
見
直
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
タ
キ
）

〇
第
７
回
知
っ
と
こ
特
産
品
フ
ェ
ア

　
　

◦
と　

き　

12
月
11
日
㈮　

午
後
5
時
〜

　
　

◦
と
こ
ろ　

道
の
駅
し
ゃ
り

〇
第
２
１
８
回
ふ
ら
っ
と
ナ
イ
ト

　
　

◦
と　

き　

12
月
11
日
㈮　

午
後
７
時
〜　

雨
天
決
行
！

　
　

◦
と
こ
ろ　

実
施
商
店
街 

〇
消
費
税
転
嫁
対
策
事
業
（
講
習
会
）

　

 

「
消
費
税
増
税
に
伴
う
環
境
変
化
へ
の
対
応
」

　
　
　

〜 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度 

実
務
対
応
直
前
対
策 

〜

　
　

◦
と　

き　

12
月
9
日
㈬　

午
後
3
時
〜

　
　

◦
と
こ
ろ　

斜
里
町
産
業
会
館 

会
員
の
状
況

加
　
入
　
者

◦
ス
ナ
ッ
ク
遊　
　
　
　
　

古
屋　

静
香

 

平
成
27
年
11
月
１
日
現
在 

会
員
数
360
名

コ
ー
ナ
ー

お知らせ
女
性
部
活
動
報
告

◆
町
民
収
穫
感
謝
祭
に
参
加

　

10
月
11
日
㈯
国
道
沿
い
Ａ
コ
ー
プ
に
お

い
て
町
民
収
穫
感
謝
が
行
わ
れ
た
。
商
工

会
女
性
部
（
部
長
片
山
真
弓
）
は
町
づ
く

り
の
た
め
農
協
女
性
部
・
漁
業
女
性
部
と

と
も
に
産
業
間
の
垣
根
を
越
え
て
協
力
す

る
こ
と
を
活
動
の
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、

今
回
の
食
海
土
主
体
の
町
民
収
穫
感
謝
に

は
味
自
慢
の
屋
台
を
出
店
し
て
、
交
流
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

主
な
メ
ニ
ュ
ー
は
お
好
み
焼
き
。
本
場

大
阪
の
人
か
ら
直
々
に
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
た
の
だ
そ
う
で
か
な
り
の
自
信
作
と
の

こ
と
。

　

過
日
行
わ
れ
た
産
業
ま
つ
り
に
お
い
て

は
２
７
０
食
（
昨
年
は
２
８
０
食
）
以
上

は
売
れ
た
と
の
こ
と
。

◆
清
里
町
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　

管
内
女
性
部
員
交
流
会

　

…
よ
う
こ
そ
清
里
町
へ
…

　

9
月
13
日
㈰
隣
町
の
清
里
町
に
お
い
て

管
内
15
市
町
村
の
女
性
部
（
総
勢
１
１
６

人
）
が
一
同
に
集
ま
り
、
研
修
・
交
流
を

目
的
と
す
る
女
性
部
員
交
流
会
が
開
催
さ

れ
た
（
会
場
は
清
里
町
町
民
会
館
）。

　

な
に
せ
車
で
15
分
の
隣
町
で
の
主
催
で

あ
る
。
斜
里
か
ら
は
共
に
遠
来
の
女
性
部

を
迎
え
ん
と
大
挙
（
…
？
）
11
人
が
参
加

し
た
。

　

津
別
町
出
身
の
講
師
オ
ホ
ー
ツ
ク
太
郎

氏
に
よ
る
講
演
テ
ー
マ
「
老
い
は
明
日
の

力
だ
あ
ぁ
～
」
は
真
面
目
な
中
に
も
ユ
ー

モ
ア
に
あ
ふ
れ
、
時
に
は
く
だ
け
て
会
場

の
笑
い
を
誘
い
、
大
変
面
白
く
楽
し
く
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

熱
心
な
分
科
会
終
了
の
後
・
会
場
を
緑

清
荘
に
移
し
て
交
流
会
を
お
こ
な
っ
た
。

　

余
興
の
部
で
は
斜
里
町
商
工
会
女
性
部

は
参
加
者
全
員
が
ス
テ
ー
ジ
に
並
び
、
自

己
紹
介
を
兼
ね
た
「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

を
披
露
。
懐
中
電
灯
を
出
し
た
り
（
片
山

部
長
・
電
気
店
な
の
で
・
世
の
中
を
明
る

く
…
）、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
出
し
た
り
（
村
上

理
事
・
電
気
工
事
と
夫
の
操
縦
の
意
）
そ

し
て
締
め
は
「
よ
う
こ
そ
清
里
町
へ
」
垂

れ
幕
が
ど
こ
か
ら
か
い
き
な
り
登
場
し
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
。

　

来
年
の
交
流
会
は
、
雄
武
町
で
行
わ
れ

る
と
い
う
。

◆
創
立
50
周
年
記
念
事
業　

始
動
！

　

商
工
会
青
年
部
（
部
長
久
野
堅
太
郎
）

は
、来
年
度
創
立
よ
り
50
周
年
を
迎
え
る
。

　

来
年
４
月
に
は
記
念
式
典
の
開
催
を
目

指
し
て
お
り
、
ま
た
青
年
部
50
年
の
歩
み

を
ま
と
め
た
記
念
誌
の
発
行
も
予
定
し
て

い
る
。

　

す
で
に
９
月
か
ら
担
当
委
員
会
が
立
ち

上
が
り
、
記
念
事
業
へ
む
け
て
の
準
備
が

始
ま
っ
て
い
る
。

　

久
野
部
長
は
「
50
周
年
と
い
う
大
き
な

区
切
り
。
現
役
部
員
の
意
気
込
み
も
高

く
、
青
年
部
ら
し
い
記
憶
に
残
る
周
年
事

業
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

ま
た
青
年
部
で
は
、
記
念
誌
作
成
に
あ

た
り
過
去
の
風
景
写
真
や
映
像
媒
体
な
ど

の
提
供
を
、
部
員
が
手
分
け
し
て
呼
び
か

け
て
い
る
と
の
こ
と
。
お
手
元
に
提
供
が

可
能
な
素
材
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
く

の
部
員
ま
た
は
事
務
局
担
当
へ
ご
連
絡
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

青
年
部
活
動
報
告


